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び
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で
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、
ま
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一
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の
工
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品
に
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で
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。
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後
ど
の
よ
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な
方
針
で
寄
附
を

募
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い
く
か
お
聞
き
し
ま
す
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た
、
こ
れ
ま
で
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用
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れ
て

い
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っ
た
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版
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さ
と
納

税
に
つ
い
て
、
本
市
で
も
活
用
の

可
能
性
が
あ
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か
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。
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る
さ
と
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税
を
通
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て
「
も
の

づ
く
り
の
ま
ち
大
竹
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と
し
て
の
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
が
可
能
と
考
え
て
お
り
、

工
業
製
品
だ
け
で
な
く
、
地
元
の
加
工

品
や
農
林
水
産
物
も
ふ
る
さ
と
産
品
と

し
て
展
開
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
域
も
狭
く
生
産
量
や
加
工
、
流
通
の 末広　天佑

今
後
の
ふ
る
さ
と
納
税
の

　
　
　
　
　
方
針
に
つ
い
て

中
学
卒
業
時
「
英
検
３
級
以
上
」

６
割
の
数
値
目
標
に
つ
い
て
問
う

問

課
題
も
あ
り
ま
す
が
、
観
光
を
含
め
た

市
の
魅
力
発
信
や
創
業
支
援
、
特
産
品

開
発
補
助
な
ど
も
並
行
し
て
行
い
、
ふ

る
さ
と
納
税
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
有
効
な
財

源
と
し
て
事
業
を
実
施
で
き
る
可
能
性

は
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
他
市
町
の

事
例
や
さ
ま
ざ
ま
な
企
業
の
活
動
実
績

や
企
業
理
念
を
調
査
分
析
し
、
ま
ず
は

多
額
の
寄
附
を
必
要
と
す
る
大
き
な

ハ
ー
ド
事
業
で
は
な
く
、
比
較
的
小
さ

い
ソ
フ
ト
事
業
で
可
能
性
を
探
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

答

　
　
中
央
教
育
審
議
会
は
こ
の
ほ

ど
、
中
学
卒
業
時
の
英
語
力
を
英

検
３
級
相
当
以
上
の
生
徒
の
割
合

を
５
年
後
に
「
６
割
以
上
」
に
と

い
う
数
値
目
標
を
設
定
し
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
度
12
月
１
日
時
点
で

の
大
竹
市
の
中
学
３
年
の
英
検
３

級
以
上
取
得
者
割
合
は
36
・
７
％

で
、
市
の
目
標
値
は
令
和
６
年
度

ま
で
40
％
だ
そ
う
で
す
が
、
変
更

す
る
予
定
は
あ
り
ま
す
か
。
英
語

力
向
上
の
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な

工
夫
が
必
要
で
、
何
が
一
番
難
し

い
と
感
じ
て
い
ま
す
か
。

　
ま
た
今
後
の
見
通
し
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　
　
英
検
の
目
標
値
は
、
現
時
点
で
目

標
値
に
達
し
て
お
ら
ず
、
変
更
予
定
は

あ
り
ま
せ
ん
。
英
語
学
習
の
難
し
さ

は
、
外
国
語
学
習
へ
の
苦
手
意
識
や
抵 小中　真樹雄

問

問
抗
感
に
あ
る
た
め
、Ａ
Ｌ
Ｔ
を
活
用
し

て
、
英
語
や
外
国
文
化
へ
の
関
心
や
意

欲
を
高
め
た
り
、
ゲ
ー
ム
形
式
の
活
動

を
取
り
入
れ
て
、
授
業
を
楽
し
め
る
よ

う
工
夫
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
引
き
続

き
英
語
力
向
上
の
た
め
に
取
組
を
継
続

し
て
い
き
ま
す
。

　
　
以
前
は
、
大
竹
市
で
も
時
の

人
な
ど
を
招
き
、
文
化
講
演
会
が

開
か
れ
て
い
ま
し
た
。
山
口
県
光

市
な
ど
は
、今
も
夏
季
講
座
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
経
緯
で

な
く
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
復

活
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
毎
年
実
施
し
て
い
た
市
民
文
化
講

演
会
は
、
地
域
の
文
化
・
芸
術
活
動
の

活
性
化
や
個
人
の
知
識
、
理
解
を
深
め

る
と
い
う
一
定
の
成
果
を
収
め
た
と
考

え
、
最
後
の
事
業
を
平
成
26
年
度
に
実

施
し
ま
し
た
。
今
後
は
単
年
度
事
業
と

し
て
講
演
会
を
開
催
す
る
可
能
性
は
あ

り
ま
す
が
、
市
民
文
化
講
演
会
の
復
活

は
現
時
点
で
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
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第 3 回定例会 一 般 質 問市の考えを問う

● 一般廃棄物、事業系と家庭系の違い
日域　究

● 今後のふるさと納税の方針について
末広　天佑

● 子どもたちの放課後の遊び場について
西村　一啓

● 中学卒業時「英検３級以上」６割の
　　　　　　　　　　　　　 数値目標について問う
● 市民文化講演会の復活を

小中　真樹雄

　
　
廃
棄
物
の
法
律
で
あ
る
廃
掃

法
で
は
ゴ
ミ
を
事
業
系
と
家
庭
系

に
分
け
て
は
い
ま
せ
ん
。
分
け
て

い
る
の
は
市
の
条
例
で
す
。
ま
た
、

許
可
業
者
が
家
庭
ゴ
ミ
を
回
収
す

る
の
は
問
題
な
い
と
県
の
担
当
課

は
言
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、
廿
日

市
な
ど
は
事
業
ゴ
ミ
を
家
庭
ゴ
ミ

と
し
て
出
し
た
ら
ゴ
ミ
の
不
法
投

棄
だ
と
と
ん
で
も
な
い
こ
と
を
書

い
て
い
ま
す
が
、
本
来
は
同
じ
内

容
の
ゴ
ミ
で
あ
る
事
業
ゴ
ミ
を
な

ぜ
厳
密
に
家
庭
ゴ
ミ
と
分
け
る
の

で
し
ょ
う
か
。

　
ひ
ょ
っ
と
し
て
家
庭
ゴ
ミ
の
処

理
が
無
料
だ
っ
た
時
代
の
名
残
で

し
ょ
う
か
。
大
竹
市
の
水
道
料
金

は
家
事
用
と
業
務
用
の
区
別
が
困

難
な
の
で
無
く
す
方
向
を
打
ち
出

し
ま
し
た
。
廃
棄
物
で
は
な
ぜ
こ

だ
わ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

日域　究

一
般
廃
棄
物
、
事
業
系
と

　
　
　
　
　家
庭
系
の
違
い

問

答　　「
大
竹
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清

掃
に
関
す
る
条
例
」
で
は
、
事
業
活
動

に
伴
っ
て
生
じ
た
廃
棄
物
の
う
ち
、
産

業
廃
棄
物
以
外
の
廃
棄
物
を
、
事
業
系

一
般
廃
棄
物
い
わ
ゆ
る
事
業
系
ご
み
と

規
定
し
て
い
ま
す
。

　「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す

る
法
律
」
で
は
、「
事
業
者
は
、
そ
の

事
業
活
動
で
生
じ
た
廃
棄
物
を
自
ら
の

責
任
に
お
い
て
、
適
正
に
処
理
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
さ
れ
て
お
り
、
産

業
廃
棄
物
は
も
ち
ろ
ん
事
業
系
ご
み

も
、
事
業
者
自
ら
の
責
任
に
お
い
て
処

理
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
わ
ず
か
な
量
で
あ
っ
て

も
、
事
業
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ご
み
と
家
庭
系
ご
み
は
区

別
し
、
し
っ
か
り
分
別
し
た
上
で
、
こ

れ
ま
で
ど
お
り
適
正
に
排
出
す
る
よ

う
、
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

無料で指定ゴミ袋もない広島市の
家庭ゴミ収集方式（広島市ＨＰより）

おおたけ市議会だよりアンケートについて

読者の皆様からアンケートを募集しております。
回答頂いた皆様、ご協力ありがとうございました。
これからの誌面編集の参考にさせていただきます。

議会だより
アンケートはこちらから→
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」
で
は
、「
事
業
者
は
、
そ
の

事
業
活
動
で
生
じ
た
廃
棄
物
を
自
ら
の

責
任
に
お
い
て
、
適
正
に
処
理
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
さ
れ
て
お
り
、
産

業
廃
棄
物
は
も
ち
ろ
ん
事
業
系
ご
み

も
、
事
業
者
自
ら
の
責
任
に
お
い
て
処

理
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
わ
ず
か
な
量
で
あ
っ
て

も
、
事
業
系
ご
み
と
家
庭
系
ご
み
は
区

別
し
、
し
っ
か
り
分
別
し
た
上
で
、
こ

れ
ま
で
ど
お
り
適
正
に
排
出
す
る
よ

う
、
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

無料で指定ゴミ袋もない広島市の
家庭ゴミ収集方式（広島市ＨＰより）

おおたけ市議会だよりアンケートについて

読者の皆様からアンケートを募集しております。
回答頂いた皆様、ご協力ありがとうございました。
これからの誌面編集の参考にさせていただきます。

議会だより
アンケートはこちらから→
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請　願請　願

【提出者名】
大竹市職員労働組合
執行委員長
　　　　檪原　研介

【付託委員会】
　総務文教委員会

【委員会の結果】
　採択

【本会議の結果】
　採択

5 月 10 日
15 日
24 日

25 日

30 日
31 日

6 月 1 日

8 日
12 日
13 日

14 日
15 日

議会改革特別委員会
広報広聴特別委員会
生活環境委員協議会
生活環境委員政策研究会
広島県市議会議長会定例会（広島市）
石油基地防災対策都市議会協議会総会

（東京都）
中国市議会議長会定期総会（岡山市）
中国市議会議長会　視察（岡山市）
議会運営委員会
広報広聴特別委員会
本会議
総務文教委員会
生活環境委員会
生活環境委員協議会
全国市議会議長会定期総会（東京都）
基地周辺対策特別委員会
議会改革特別委員会

21 日

28 日
7 月 7 日

11 日

12 日

19 日

20 日

21 日

26 日

27 日

28 日

本会議
生活環境委員協議会
広報広聴特別委員会
広報広聴特別委員会
一般国道２号廿日市大竹道路整備促進
　　　　期成同盟会　要望活動（広島市）
一般国道２号廿日市大竹道路整備促進
　　　　期成同盟会　要望活動（広島市）
全国市議会議長会基地協議会中国
　　　　・四国部会定期総会（東広島市）
岩国３期成同盟会
　　　　　　　総会・要望活動（岩国市）
西部山系直轄砂防事業促進協議会
　　　　　　　　　　要望活動（広島市）
一般国道２号廿日市大竹道路整備促進
　　　　期成同盟会　要望活動（東京都）
小瀬川総合整備促進協議会
　　　・国道 186 号整備促進協議会
　　　　　　　　　　要望活動（東京都）
中国治水期成同盟会連合会
　　　　　　　　　　要望活動（東京都）

2023（令和5年）．8 市議会だより

【要旨】
　いま、地方公共団体には、急激な少子・高齢化にともなう、医療・介
護など社会保障制度の整備、子育て施策、人口減少下における地域活性
化対策はもとより、デジタル化、脱炭素化、物価高騰対策など、極めて
多岐にわたる役割が求められています。
　しかし、現実に地方公共サービスを担う人員は不足しており、疲弊す
る職場実態にある中、新型コロナウイルス、また多発する大規模災害へ
の対策も迫られています。これらに対応する地方財政について、政府は「骨
太方針 2021」において、2021 年度の地方一般財源水準を 2024 年度
まで確保するとしていますが、それをもって増大する行政需要に十分対
応し得るのか、大きな不安が残されています。
　このため、2024 年度の政府予算と地方財政の検討にあたっては、歳入・
歳出を的確に見積もり、地方財政の確立をめざすことが必要です。
　つきましては、「地方財政の充実・強化を求める意見書（案）」を６月
議会において採択していただき、政府に送付いただきますようお願い申
し上げます。

議会日誌 令和５年 5 月
　 ～令和５年 7 月

【請願名】
地方財政の充実・
強化を求める意見
書採択についての
請願

大竹市議会のアカウントが公開されたで！
まだまだお試し期間中じゃがの。
試験期間はとりあえず 8月 31日までじゃ。
まあまずはフォローしてみてくだされ！

わしコイちゃん♡大竹市議会

＠otake_gikai

twitterお試し

第 3 回定例会 一 般 質 問

　
　
市
内
に
あ
る
小
学
校
や
中
学

校
の
一
部
グ
ラ
ン
ド
は
子
ど
も
た

ち
に
開
放
出
来
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
出
来
な
い
の
は
ど
の
よ
う

な
理
由
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
学
校
施
設
は
教
育
施
設
の
た
め
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
や
施
設
・
利
用
者
の
安

全
管
理
の
問
題
な
ど
を
考
慮
し
、
好
き

な
時
に
自
由
に
利
用
さ
せ
る
こ
と
は
認

め
て
い
ま
せ
ん
。
利
用
す
る
た
め
に

は
、
利
用
前
に
教
育
委
員
会
へ
申
請
書

を
提
出
し
、
許
可
を
得
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

西村　一啓

子
ど
も
た
ち
の
放
課
後
の

　
　
　
　遊
び
場
に
つ
い
て

問

問　　
公
共
用
地
の
空
き
地
使
用
は

出
来
な
い
の
か
、
子
ど
も
た
ち
の

遊
び
場
や
高
齢
者
が
楽
し
む
場
所

と
し
て
活
用
出
来
な
い
の
か
、
本

市
の
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

　
　
市
営
住
宅
解
体
後
に
空
き
地
と

な
っ
た
公
共
用
地
な
ど
は
、
新
た
な
利

活
用
が
決
定
さ
れ
る
又
は
売
却
す
る
ま

で
の
一
時
的
な
期
間
に
お
い
て
、
例
え

ば
自
治
会
が
管
理
し
利
用
し
た
い
と
い

う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
支
障
が
な
い
範
囲

で
使
用
を
許
可
す
る
こ
と
は
可
能
と
考

え
ま
す
。

答

答

この表は本会議で採決のあと、本人の申告にもとづいて作成したものです。　
：̶議長　　○：賛成　　●：反対　　欠：欠席　　棄：棄権

議　案　な　ど

議案第50号 大竹市印鑑条例の一部改正について ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議案第51号 大竹市税条例及び大竹市都市計画
税条例の一部改正について ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決

議案第52号 大竹市火災予防条例の一部改正について ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議案第53号 財産の取得について
（水槽付消防ポンプ自動車） ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決

議案第54号 令和５年度大竹市一般会計補正予算
（第２号） ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決

議案第55号 令和５年度大竹市公共下水道事業
会計補正予算（第１号） ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決

賀
屋
幸
治

末
広
天
佑

藤
川
和
弘

原
田
孝
徳

小
中
真
樹
雄

中
川
智
之

小
田
上
尚
典

北
地
範
久

西
村
一
啓

和
田
芳
弘

網
谷
芳
孝

児
玉
朋
也

山
崎
年
一

日
域
　
究

細
川
雅
子

寺
岡
公
章

審
議
結
果

第 3回市議会（定例会）　議案の審議結果表（主な議案）

2023（令和5年）．8市議会だより

2023（令和5年）．5 市議会だより
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